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場
合
一
議
郡
山
人
に
は
中
山
県
町
民
間
討
が
で
き
ま
す

0

十

都

曲

詰

巴

er
取
調
志
河
町
均

n
j
f

一

喜
一
に
閉
じ
る
と
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
か
一
塁
警
の
名
刺
を
投
票
用
紙
に
賠
一
代
別
投
票
を
レ
ょ
う
と
す
る
言
、
投
一
，

i
三

司

3
3
ヰ

霊

(

布
一
ら
、
ス
裏
書
っ
て
投
票
所
に
喜
一
り
つ
け
た
り
手
誌
を
つ
く
づ
て
一
察
室
言
皇
室
を
す
る
旨

E
一

制

限

や

禁

止

事

項

一
F

一
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
て
、
最
も
泊
一
候
補
一
石
を
設
い
た
場
合
一
家
ナ
と
門
口
頭
で
U

投
票
管
山
積
が
投
一
吉
山
富
助
は
、
憎
う
限
り
日
由
と
す
る
一
@
な
沿
お

σ外
叩
淀
川
副
判
定
府
一

一
皇
室
信
ず
る
お
〔
候
補
一
己
主
人
一
@
候
約
一
宮
氏
名
の
外
に
仰
の
と
と
一
田
町
立
公
人
の
芯
見
を
き
い
て
忠
治
人
の
一
の
が
E
qで
す
が
、

i
由
こ
ま
か
せ
=
一
ぅ
…
訪
山
、
鉱
戸
間
・
ポ
ん
4
J
、
一

前

一

同

諮

問

時

一

時

三

書

い

た

場

合

一

諸

問

問

む

一

一

一

位

豆

余

り

討

誉

会

れ

あ

他

の

肘

一

書

誌

の

E
B
Eす

一

一

ょ

一

書

砂

な

い

人

に

一

氏

名

を

指

示

レ

ま

す

と

、

投

票

用

紙

に

一

雲

の

選

挙

読

を

妨

害

す

る

よ

う

な

一

不

在

投

票

を

一

一

臨

時

刻

に

な

り

李

の

で

御

一

は

一

諮

問

説

日

目

的

刊

誌

な

一

詰

関

川

村

山

同

日

刊

誌

一

は

さ

長

命

一

一

@

議

所

で

交

付

さ

れ

た

投

票

用

紙

一

代

理

投

票

一

こ

の

際

設

す

べ

き

乙

と

は

、

候

補

料

一

運

動

は

「

護

」

に

な

る

存

で

す

。

一

語

泊

元

一

一
以
外
患
を
用
い
た
場
合
一
身
体
の
援
に
よ
り
自
ら
候
裂
の
民
一
の
安
芸
い
泡
響
詩
名
刺
喜
一
述
反
に
な
る
溜
劫
は
、
犬
安
の
号
一
一
、
本
人
白
身
菜
詰
以
を
な
さ
る
}
一

一
@
候
補
で
な
い
も
の
を
苔
足
場
合
一
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
選
挙
す
て
宅
、
こ
れ
に
よ
り
禁
す
き
一
で
す
芸
宣
に
な
b
な
い
様
充
分
仕
方
ば
量
失
言
関
心
，
♂
印
鑑
」

.

@

一

枚

の

紙

げ

と

一

人

以

上

の

候

補

治

，

人

と

か

、

玄

簡

の

た

ゆ

一

平

む

蓄

け

な

い

ん

}

は

山

一

内

ま

せ

ん

。

一

-

を

持

参

ナ

る

こ

と

。

一

一

注

意

下

さ

い

。

一

一

1
1〈

j
j
i
l
l〈
〈
〈
〈
〈

(
(
j
A
j
j

一
@
候
補
お
叉
は
建
設
湿
賢
官
て
一
、
病
気
叉
は
震
に
お
き
の
た
ゆ
一

2

d

不

在

投

票

の

で

き

る

人

一

誌

時

十

刊

誌

ロ

皇

居

眠

M
m枝
問

一

4

1

・

一

@

選

滋

人

、

候

補

省

、

選

挙

運

動

一

同

居

の

刊

誌

の

約

で

あ

る

ご

と

を

慨

す

-

投
票
は
、
遺
室
長
言
語
黒
一
挙
権
の
行
偵
を
喜
る
の
が
、
一
主
役
一
意
見
の
区
域
外
に
際
委
譲
互
塁
に
暴
行
若
し
く
は
或
室
加
え
一
る
「
主
要
食
器
量
股
」
と
印
鑑
札

ナ
る
の
が
原
則
で
あ
り
ま
す
が
、
震
一
言
制
度
で
あ
り
ま
ナ
。
不
在
投
票
の
一
仰
で
あ
る
べ
き
と
。
一
叉
は
か
い
引
レ
た
と
き
。
一
持
参
す
る
と
と
。
、

-J

の
職
業
に
従
事
レ
て
お
る
も
号
、
病
一
で
き
る
活
援
の
重
人
で
あ
り
ま
す
↑
@
護
人
が
疾
病
、
負
傷
、
に
ん
し
ん
一
@
委
集
合
し
て
撃
の
自
由
を
一
以
上
の
幸
信
仰
襲
下
さ
い
ん
。
一

入
品
村
山
山
の
刑
京
被
告
人
及
ひ
第
一
@
選
挙
人
が
そ
の
隠
す
る
投
票
区
の
あ
一
若
し
く
は
、
産
じ
ょ
く
に
あ
る
た
め
歩
一
妨
害
し
た
と
き
。

-
l
i
l
i
-
-ー

1
1
一

室
長
、
と
の
原
則
き
く
と
選
挙
一
番
思
区
域
外
に
お
い
て
轄
を
一
事
レ
く
露
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
叉
一
@
濯
詰
関
し
凶
器
準
稽
し
た
一
開
票
所
も
一
一
需

2
第

一

橋

は

あ

っ

て

も

抱

言

語

が

で

き

な

一

業

務

に

従

事

申

で

あ

る

べ

き

と

と

。

一

躍

獄

き

く

は

産

院

に

収

容

忠

一

言

。

一

二

十

カ

所

一

一

時

グ

所

で

す

い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
れ
ら
の
一
@
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
叉
は
一
あ
る
べ
き
こ
と
。
一
@
選
挙
初
日
告
示
前
の
選
出
干
謹
動
一
が
、
開
票
所
も
廿
ゲ
所
で
都
町
午
後
六

日

翠

人

の

警

を

考

慮

し

て

、

際

く

混

一

事

故

の

室

、

そ

の

属

す

る

投

震

の

一

一

色

た

と

き

。

一

時

罪

か

ら

開

票

レ

妻

、

投
票
所
は
一

一
十
カ
所
に

マ

:

・

従

来

の

投

菜

区

域

は

一

部

変

克

~ ~ 
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